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 施設内には通所介護や訪問介護、地域包括⽀援センターなどの福祉機能に加え、
健康増進を⽬的としたフィットネス設備も導⼊予定です。フィットネスは⼀般の
⽅の利⽤も可能です。この施設は令和９年度中の完成を⽬指しています。

町
内
の
暮
ら
し
を
⽀
え
る

町
内
の
暮
ら
し
を
⽀
え
る

 

介
護
・
福
祉
施
設
を
整
備
し
ま
す

 

介
護
・
福
祉
施
設
を
整
備
し
ま
す

新施設 新施設 ４つの機能つの機能

通所介護事業所イメージ
（食堂＋機能訓練室）

 ⾼齢者やご家族の介護・福祉に関する相談窓⼝です。健康や⽣活の悩み
に応じ、必要な⽀援につなぎながら安⼼した暮らしを⽀えます。介護予防
に関する相談にも対応します。地域での安⼼した⽣活を⽀援します。

地域包括⽀援センター地域包括⽀援センター 相談

 暮らしを⽀える“おうちのヘルパー” 。掃除・⾷事・⼊浴など、⽇常⽣
活をサポートします。家から離れず、安⼼して暮らしたい⽅におすすめで
す。健康状態の⾒守りなど、⽣活の安全を確保。

訪問介護事業所訪問介護事業所 在宅ケア

 ⽇中を楽しく過ごす、もう⼀つの居場所です。⼊浴・⾷事・レクリエー
ションを⽇帰りで提供します。仲間との交流や⾝体のトレーニングで毎⽇
を元気に！ 健康チェックなども併せて⾏い、在宅⽣活を⽀援。

地域密着型通所介護事業所地域密着型通所介護事業所 交流

 体を動かして元気を取り戻す専⽤ルーム。歩く⼒や筋⼒などを楽しく維
持・向上します。リハビリ専⾨スタッフがサポート。個別プログラムで⽇
常動作を改善、健康維持や転倒予防にも対応。

機能訓練室機能訓練室 リハビリ

新施設 新施設 ４つの機能つの機能
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複合的福祉サービス拠点



 令和７年１０⽉から１１⽉に実施した町⺠意向調査の結果では、介護・福祉施設が最も関
⼼の⾼い施設として挙げられました。本施設は、住⺠の皆さまが安⼼して介護や福祉サー
ビスを利⽤できる環境を整え、誰もが安⼼して暮らし続けられるまちづくりを⽀えます。
施設が完成することで、双葉町への帰還や定住を後押しし、地域の⽀え合いの拠点となる
ことを⽬指します。

完成イメージ完成イメージ

ＪＲ双葉駅

建設場所

フィットネス ホール 地域包括
訪問介護

交流スペース 通所介護

安心の拠点安心の拠点

 新しく整備する施設は駅⻄住宅エリアの
中⼼に位置し、気軽に⽴ち寄りたくなる居
場所を⽬指します。
 ⼈々が集い、語らい、⽀え合う。そんな
⽇常の積み重ねが、新しいコミュニティの
形成につながり、⼼と体の健康を⽀えます。

整備場所整備場所

 介護施設と交流空間がゆるやかにつなが
ることで、⼈々が⾃然に出会えるよう設計
しています。⾼齢者が地域とのつながりを
保ちながらゆったり過ごし、⼦どもたちや
家族連れとの⽇常的な交流を通して、世代
を超えた関係づくりが育まれます。「介護
する側」「介護される側」といった枠を越
え、⼀⼈ひとりが地域を⽀える存在として
関われる場を⽬指しています。

建物内部配置イメージ建物内部配置イメージ

外観イメージ

駅西地区
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７
月
に
入
り
、
町
内
で
も
夏
祭
り
や
七
夕
な

ど
、
季
節
の
行
事
が
話
題
と
な
る
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

５
月
18
日
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
に
お
い

て
、
大
和
ラ
イ
フ
ネ
ク
ス
ト
株
式
会
社
が
整
備
を

進
め
て
き
た
リ
ト
リ
ー
ト
型
ホ
テ
ル
の
開
業
セ
レ

モ
ニ
ー
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

中
野
地
区
に
あ
る
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災

害
伝
承
館
や
復
興
祈
念
公
園
な
ど
、
震
災
の
教
訓

と
復
興
を
後
世
に
伝
え
る
施
設
と
と
も
に
、
複
合

災
害
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
「
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
を
は
じ
め
と
す
る
多
用
な
取
組
が
展
開
さ

れ
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
が
相
互

に
価
値
を
高
め
合
う
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性

化
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
20
日
、
帰
還
困
難
区
域
を
抱
え
る
協
議
会

の
会
長
と
し
て
自
由
民
主
党
東
日
本
大
震
災
復
興

加
速
化
本
部
や
復
興
庁
な
ど
に
要
望
活
動
を
行

い
、
帰
還
困
難
区
域
全
域
の
避
難
指
示
解
除
に
向

け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
早
期
に
示
す
こ
と
や
農
業
水
利

施
設
の
除
染
・
復
旧
な
ど
営
農
再
開
支
援
を
求
め

ま
し
た
。
帰
還
困
難
区
域
に
お
け
る
環
境
整
備
が

進
み
、
各
地
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
帰
還
意

欲
が
高
ま
る
こ
と
で
、
双
葉
町
の
復
興
が
前
進
す

る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

５
月
23
・
24
日
、
標
葉
郷
双
葉
町
騎
馬
会
か
ら

は
６
騎
が
「
相
馬
野
馬
追
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

千
年
余
り
の
歴
史
を
持
つ
こ
の
伝
統
行
事
に
地
元

騎
馬
会
が
参
加
で
き
た
こ
と
は
、
地
域
の
誇
り
と

文
化
の
継
承
を
象
徴
す
る
も
の
で
す
。
長
い
年
月

に
渡
っ
て
地
域
に
根
差
し
た
行
事
が
皆
さ
ん
の
心

を
支
え
、
ふ
る
さ
と
双
葉
の
再
生
に
結
び
つ
く
も

の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

５
月
30
日
、
双
葉
町
商
工
会
館
の
開
所
式
に
出

席
し
ま
し
た
。
商
工
会
館
の
完
成
に
よ
り
、
町
内

で
の
活
動
が
促
進
さ
れ
、
事
業
再
開
と
住
民
帰
還

が
加
速
し
、
復
興
が
よ
り
力
強
く
前
へ
進
む
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

暑
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
ま
め
な
水
分
補

給
や
十
分
な
休
息
な
ど
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て

い
た
だ
き
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
れ
る
よ
う
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

相馬流れ山踊り保存会の皆さまと

標葉郷野馬追祭出陣式にて
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　５月３０日、双葉町商工会館の開所式が行われました。新たに整備された商工会館は、木造２階建
てで相談室や会議室などを備えており、１９７２年に町内で初めて商工会館をオープンした場所に戻っ
てきました。商工会館は震災前にＪＲ双葉駅前へ移転し、震災後は二本松市やいわき市の仮設事務所
で業務を行っていました。２０２４年には双葉町産業交流センターへ事務所を移転し、町内での活動
を再開しています。
　式典では商工会の菅野博紀会長は「町の復興と発展のため、行政と連携しながら、さらなるにぎわ

　５月２０日、原発事故による帰還困難区域を抱える６町村（双葉町、浪江町、大熊町、富岡町、飯舘村、
葛尾村）で構成する協議会の会長として、伊澤町長が国や関係機関に対する要望活動を実施しました。
　要望活動では、自由民主党東日本大震災復興加速化本部をはじめ、復興庁、環境省、経済産業省、
農林水産省、国土交通省に対し、帰還困難区域全域の避難指示解除に向けたビジョンの早期提示や、
農業水利施設の除染・復旧など営農再開に向けた支援の充実について要望しました。今回の要望活動
を通じて、帰還困難区域の課題解決と町村の復興・再生に向けた取り組みのさらなる推進を国に求め

　主な要望事項は次のとおりです。

①帰還困難区域について

　・ 帰還困難区域の避難指示解除に向けた取

り組みの推進

　・残された土地・家屋に対する方針の提示

　・ 帰還困難区域全域の避難指示解除に向け

たビジョンの早期提示

　・除去土壌等の最終処分地の選定

②町村の復興・再生について

　・中長期的な財源の確保

　・福島イノベーション・コースト構想の推進

　・交通網の整備

新たな商工会館が完成　双葉町の復興とにぎわい創出へ新たな商工会館が完成　双葉町の復興とにぎわい創出へ

帰還困難区域を抱える町村協議会が要望活動を実施帰還困難区域を抱える町村協議会が要望活動を実施

商工会館の完成を祝いテープカットする関係者

復興庁

自民党本部

いづくりを進めていく」とあい
さつしました。
　また、伊澤町長は「新しい商
工会館を中心に、これまで以上
に町内の商工業活動が活発にな
り、地域経済の振興に大きく寄
与することを期待しておりま
す」と述べ、地域のにぎわい再
生への期待を示しました。

【問い合わせ先】 双葉町商工会 双葉町大字長塚字鬼木４１番地

☎０２４０－３３－２３１１

〒９７９－１４７１

ＦＡＸ０２４０－３３－３５１１

ました。
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第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
の
復
興

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
と

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
29
日
、
赤
澤
亮
正
（
あ
か
ざ
わ 

り
ょ
う
せ
い
）
経
済
産
業
大
臣
が
町
内

の
復
興
状
況
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
は

じ
め
に
駅
西
住
宅
に
お
い
て
、
公
営
住

宅
の
内
覧
や
帰
還
し
た
居
住
者
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
帰
還
の
状
況
を
把
握
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
続
い
て
鴻
草
地
区

３
店
舗
が
開
業
し
、
日
常
生
活
に
お
け

る
利
便
性
が
向
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
５
月
２
日
に
は
福
島
県
復
興
祈

念
公
園
が
開
園
し
、
６
月
１
日
に
リ
ト

リ
ー
ト
型
ホ
テ
ル
「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｂ

Ｉ　

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ａ　

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｍ
Ａ
（
ふ
た
た
び　

ふ
た
ば　

ふ
く

し
ま
）」
が
開
業
し
た
こ
と
で
、
町
に

新
た
な
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
今
後
は
各
施
設
と
連
携
し
な
が

ら
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
25
日
、
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社

と
東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力
福
島

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
節
目
と
な
る
15

年
を
迎
え
た
３
月
11
日
、
中
野
地
区
に

お
い
て
東
日
本
大
震
災
慰
霊
碑
除
幕
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
ご
遺
族
や
町
関

係
者
な
ど
約
50
名
が
参
加
し
、
地
震
や

津
波
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
21
名

の
お
名
前
が
刻
ま
れ
た
慰
霊
碑
を
前

に
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
に
戻
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
も
志
半
ば
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
御
霊
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
に
東
日

本
大
震
災
双
葉
町
追
悼
献
花
場
を
設

け
、
ご
遺
族
の
方
を
は
じ
め
多
く
の
方

に
献
花
い
た
だ
き
、
午
後
２
時
46
分
に

は
、
参
列
い
た
だ
い
た
方
々
と
と
も

令
和
８
年
第
２
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

３
月
定
例
会
以
降
の

３
月
定
例
会
以
降
の

行

政

報

告

行

政

報

告

に
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
へ
町
の
復

興
を
成
し
遂
げ
る
決
意
を
お
誓
い
申
し

上
げ
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
、
体
育
館
・
公
民
館
跡
地

に
整
備
を
進
め
て
き
た
公
設
商
業
施
設

「
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｕ　

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｂ

Ａ
（
め
め
ぐ
る 

ふ
た
ば
）」
の
飲
食
店

行

政

経

過

行

政

経

過

－

震
災
15
年 

追
悼
と
鎮
魂
の
祈
り

－

－

新
施
設
開
業
で
町
に
賑
わ
い

－

－

ヤ
マ
ト
運
輸
と
包
括
連
携
協
定

－

－

経
産
大
臣
が
町
内
視
察

－
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に
お
い
て
、
特
定
帰
還
居
住
区
域
外
の

土
地
や
家
屋
の
取
扱
い
、
営
農
再
開
に

向
け
た
、
た
め
池
や
水
路
の
除
染
な
ど

に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
と
愛

子
内
親
王
が
初
め
て
双
葉
町
を
ご
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
・
原
子

力
災
害
伝
承
館
に
お
い
て
、
私
か
ら
町

の
復
興
状
況
な
ど
を
ご
説
明
し
、
館
内

を
ご
視
察
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
町
民
３
名
と
発
災
直
後
の
状
況
や

被
災
地
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
御
懇
談

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
、
双
葉
町
立
双
葉
中
学
校

入
学
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
本
年

度
は
中
学
校
に
２
名
が
入
学
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
度
の
町
立
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
は
、
園
児
、
児
童
、
生
徒
18
名

に
よ
る
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
15
日
、
小
林
茂
樹
（
こ
ば
や
し 

し
げ
き
）
文
部
科
学
副
大
臣
が
町
内
の

復
興
状
況
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ

め
に
双
葉
町
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
屋
上

か
ら
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
双
葉
南

小
学
校
の
旧
校
舎
や
駅
西
住
宅
、
さ
ら

に
は
駅
東
地
区
の
復
興
状
況
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
教
育
施

設
の
整
備
等
に
係
る
財
源
や
双
葉
町

の
復
興
に
向
け
た
諸
課
題
に
対
す
る

支
援
の
ほ
か
、
原
子
力
損
害
賠
償
に
つ

い
て
、
長
期
間
に
及
ぶ
避
難
生
活
が
継

続
し
て
い
る
町
民
の
実
情
に
応
じ
た
適

正
か
つ
迅
速
な
賠
償
に
対
し
、
今
後
と

も
尽
力
い
た
だ
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま

し
た
。

　

５
月
20
日
、
双
葉
町
、
大
熊
町
、
富

岡
町
、
浪
江
町
、
葛
尾
村
、
飯
舘
村
で

構
成
す
る
「
原
発
事
故
に
よ
る
帰
還
困

難
区
域
を
抱
え
る
町
村
の
協
議
会
」
の

会
長
と
し
て
、
自
由
民
主
党
東
日
本
大

震
災
復
興
加
速
化
本
部
を
は
じ
め
、
農

林
水
産
省
、
復
興
庁
、
国
土
交
通
省
、

環
境
省
、
経
済
産
業
省
を
訪
問
し
、
帰

還
困
難
区
域
全
域
の
避
難
指
示
解
除
に

向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
早
期
に
示
す
こ

と
、
町
村
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い

て
必
要
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
な

ど
、
実
態
に
寄
り
添
い
、
総
力
を
挙
げ

て
対
応
す
る
よ
う
に
要
望
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

５
月
23
日
か
ら
25
日
の
３
日
間
に
わ

た
り
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
相
馬
野
馬
追
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

浪
江
町
内
で
標
葉
郷
の
出
陣
式
が
行
わ

れ
、
双
葉
町
騎
馬
会
か
ら
は
６
歳
の
騎

馬
武
者
を
含
む
総
勢
６
騎
が
出
陣
し
、

五
郷
の
騎
馬
武
者
と
と
も
に
雲
雀
ヶ
原

祭
場
地
に
向
け
て
進
軍
さ
れ
ま
し
た
。

　

24
日
に
は
、
町
内
で
凱
旋
行
列
と
相

馬
流
れ
山
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
無
事
の

凱
旋
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
29
日
、
双
葉
町
放
射
線
量
等
検

証
委
員
会
を
開
催
し
、
環
境
省
な
ど
か

ら
示
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
き
、
町
内
の

放
射
線
量
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
特
定
帰
還

居
住
区
域
の
避
難
指
示
解
除
に
向
け
た

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
ご
意
見
及
び

ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

－

天
皇
皇
后
両
陛
下
が

双
葉
町
訪
問

－

－

双
葉
中
学
校
で
入
学
式
挙
行

－

－

帰
還
困
難
区
域
の

ビ
ジ
ョ
ン
提
示
を
要
望

－

－

双
葉
町
を
文
科
副
大
臣
視
察

－

－

騎
馬
武
者
勇
壮
に
進
軍

－

－

放
射
線
量
検
証
委
員
会
開
催

－
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夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ ～～ ～～
　７月の季語は、小暑の候とか盛夏の候が一般的ですが、近年の全国的な天候を見ると合わなくなっ
てきているように思えます。天気予報の情報を正しく把握し、安全・安心な生活が送れるよう十分留
意することが重要です。そして、いよいよ夏休みが近づいてきました。１学期の学習面、生活面の総
まとめをしながら、長期休業に向けた目標を掲げ、有意義な時間を過ごせるよう取り組んでほしいと
思います。

双葉町教育委員会教育長

　６月８日、富岡町立富岡小学校・中学校を会場として、福島県双葉郡教育復興ビジョン推進協議会
が開催されました。本協議会は、震災直後のいかなる状況においても、双葉地区の子どもたちの学び
を保障するために策定した「双葉郡教育復興ビジョン」を推進していくために、８町村の教育長、文
科省、復興庁、福島県教育委員会等の関係者が集まり、年に２回行なわれるものです。当日は、授業
参観や施設見学の後、今年度の各取組実施状況や各町村教育委員会の現状と課題、県立ふたば未来学
園中学校・高等学校活動報告などについて協議しました。
　私からも双葉町立学校の子どもたちの現状や令和１０年４月に開園・開校する「こども園・義務教
育学校」について委員の方々に報告するとともに、双葉郡８町村の広域連携体制において、どのよう
に子どもたちを育てていくかを確認しました。

第３１回福島県双葉郡教育復興ビジョン推進協議会

　５月２３日から２５日の３日間にわたって恒例の相馬野馬追が開催されました。２日目の２４日に
は、ＪＲ双葉駅前において双葉町相馬流れ山踊り保存会による勇壮な相馬流れ山踊りが披露されたあ
と、標葉郷双葉町騎馬隊による凱旋行列が披露されました。
　６騎の騎馬武者の中には、小学生を含む少年騎馬が参加し、また、凱旋行列の会場にも勇姿を見よ
うと子どもたちが詰めかけるなど、地域の歴史と文化の尊さを次世代の子どもたちに伝える絶好の機
会だったと実感しました。子どもたちが実際に見て、触れ、参加する機会を重ねることが、地域の歴
史や文化への理解と愛着を育み、次世代への継承につながるものと考えております。
　今後も様々な行事を通して、伝統文化の継承につながるよう取り組んでまいります。

相馬野馬追

　東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故から１５年が
経過しましたが、双葉郡の教育復興は未だ道半ばであります。皆さまに
はこれまで多大なるご支援とご指導を賜り、心より感謝申し上げます。
　この度、福島県双葉地区教育長会は、発災当時の状況やこれまでの双
葉郡の教育の取組等をまとめた「福島県双葉郡教育復興の歩み」を発刊
しました。
　この冊子は、当会が震災直後より教育の場の確保に努め、いかなる状
況下にあっても子どもたちの学びを保障することを決意し、「福島県双
葉郡教育復興ビジョン」を策定して、子どもたちの教育に取り組んでき
た１１年の軌跡であります。

　ご高覧の上、ご意見・ご指導を賜れば幸甚に存じます。

「福島県双葉郡教育復興の歩み」発刊について
福島県双葉地区教育長会からのお知らせ

ＰＤＦ版
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　双葉町と埼玉県加須市は、友好都市提携を締結してから今年で１０周年を迎えます。この節目
の年を記念し、両市町の魅力や取り組みをより多くの皆さまに知っていただくため、広報紙での
共同企画を実施します。
　この企画では、加須市と双葉町がそれぞれの広報紙で記事を紹介し合い、両市町の特色や地域
の魅力をお届けしていきます。
　第１回は、加須市から寄せられた記事をご紹介します。加須市の魅力や話題について、ご覧く
ださい。

　道の駅に隣接する休耕田で、一面が薄紫色に
染まる涼しげな風景をお楽しみいただけます。

と　き

ところ

～９月中旬ごろ
道の駅童謡のふる里おおとね
（埼玉県加須市佐波２５８－１）

※開花状況など、詳しくは
　 加須市ホームぺージをご
覧ください。

【問い合わせ先】

加須市大利根総合支所農政建設課
☎０４８０－７２－１３２１

埼玉県加須市との共同企画がスタートします埼玉県加須市との共同企画がスタートします

【友好都市提携１０周年記念企画】【友好都市提携１０周年記念企画】

■ホテイアオイが見頃です

　４月３０日、双葉町役場において双葉町文化財保護審議会委員委嘱状交付式および令和８年度
第１回文化財保護審議会を開催しました。

双葉町文化財保護審議会名簿（敬称略）

氏　　名 役　　職 備　　考

中　島　恒　徳 会　　　長 元双葉町文化財調査委員

山　本　正　人 副　会　長 元双葉町文化財調査委員

相 樂 比 呂 紀 委　　　員 元双葉町文化財調査委員

泉　田　邦　彦 委　　　員 石巻市博物館学芸員

田　仲 　　 桂 委　　　員 福島県文化振興審議会委員

任期：令和８年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日

文化財保護審議会委員に委嘱状を交付文化財保護審議会委員に委嘱状を交付
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　下記日程で双葉町町民体育祭を開催します。今年は記念すべき６０回目の大会ですので、
ぜひ皆さまご参加ください！

　町内経済の活性化を促進し、事業再開や住民の帰還促進を図るため、「双葉町プレミアム付
商品券」を発行します。１冊１０,０００円で１５,０００円分のお買い物にご利用いただけます。
（お一人様最大６冊購入できます。）

商品券使用期間 令和８年７月２５日（土）～令和９年１月３１日（日）

購入対象

① 双葉町民（購入日時点で住民登録している方）

② 元双葉町民（平成２３年３月１１日時点で住民登録しておりそ

の後、転出された方）

③ 双葉町居住者（住民登録はしていないものの、購入日時点で

町内にお住まいの方）

④ 双葉町勤務者（購入日時点で双葉町内の事業所に勤務してい

る方）

　購入方法、販売日、取扱店舗など詳細は、同封チラシをご参照ください。

日　時 ９月２６日（土）１０：３０～１４：３０ 

会　場 東日本大震災・原子力災害伝承館前芝生（双葉町大字中野字高田３９）

昼食について 軽食を準備いたします（無料）

持参物について 運動できる服装・シューズ、飲料水をお持ちください。

申込期間 ７月１日（水）～ ８月３１日（月）

　申し込み方法、送迎バス、プログラムな
どの詳細情報については、同封している参
加申込書や町公式ホームページをご覧く
ださい。

第６０回第６０回　双葉町町民体育祭の開催について双葉町町民体育祭の開催について

双葉町プレミアム付商品券を発行！！双葉町プレミアム付商品券を発行！！

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

ＮＰＯ法人双葉ふれあいクラブ

双葉町商工会

☎０２４０－２３－０１２０

☎０２４０－３３－２３１１
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　双葉町では、下記日程で開催されるふくしま駅伝（市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会）への
出場に向けて、選手を募集しています。
　「町として一丸となり、たすきをつなぎたい！」「たすきをつないで、双葉町民の皆さんに元気
を届けたい！」そんな思いを持つ皆さんの力を結集しましょう。

　１８歳、１９歳、２０歳の皆さまを対象に、双葉町へお越しいただき、町の今の姿や魅力を感じ
ていただく企画『 “ふたばを、見よう”』を開催します。
　双葉町を訪れ、まち歩きや参加者同士の交流をとおして、ふるさと双葉とのつながりを深めて
いただく機会です。
　本事業は今回で３回目の開催となります。これまでの参加者からは、「双葉町に来て良かった」
といった感想を多くいただいています。皆さまのご参加をお待ちしております。
　対象となる皆さまには、別途案内状を送付しております。

詳細は、広報紙に同封のチラシをご覧ください。

日　時 ９月１２日（土）・１３日（日）

対象者 平成１８（２００６）年４月２日～平成２１（２００９）年４月１日生まれの方

参加費 無料

※広報ふたば７月号同封の「双葉ふれあいクラブ」のチラシもご覧ください。

【ふくしま駅伝開催日】令和８年１１月１５日（日）

ふくしま駅伝選手募集のお知らせふくしま駅伝選手募集のお知らせ

『ふたばを、見よう』を開催『ふたばを、見よう』を開催

双葉町双葉町　新成人チャレンジ事業新成人チャレンジ事業

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

ＮＰＯ法人双葉ふれあいクラブ

一般社団法人ふたばプロジェクト（業務受託者）

Email : miyou@futaba-pj.or.jp

☎０２４０－２３－０１２０

☎０８０－１７５２－９３５３

昨年度の様子は

こちらから
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受　験　案　内受　験　案　内
令和９年度 双葉町職員（高校卒程度）採用候補者試験

○受付は、月曜日から金曜日の業務時間内（８：３０～１７：１５）に行います。
○郵送で申し込む場合は、令和８年８月１２日（水）の消印有効です。
○申込書は、双葉町役場総務課（２階事務室）で交付しています（全職種）。
　 また、町公式ホームページからダウンロードできるほか、郵送による請求も可能です。郵送での請求
方法は「６　受験手続」をご覧ください。

職　種 一般事務職 土木職

採用予定人員 若干名 若干名

一般事務職（高校卒程度試験）
平成１７年４月２日から平成２１年４月１日までに生まれた者

土木職（高校卒程度試験）

試験種目 試験職種 出　題　分　野

教養試験（筆記） 全職種

時事、社会・人文、自然に関する一般知識を問う問題
文章理解、判断・数的推理、資料解釈に関する能力を問う問題
※「古文」「哲学・文学・芸術等」「国語」の出題はありません。

適性検査（筆記） 全職種
公務員に求められる資質や性格特性をみる検査
職場における対人関係への適応性をみる検査

専門試験（筆記） 土木職 土木職員として必要な専門知識及び能力を問う問題

※ 申込書の提出先は双葉町役場総務課です。
　いわき支所、郡山支所及び埼玉支所では受け付けていませんのでご注意ください。
　また、申込書には添付書類が必要です。余裕をもって手続きしてください。

※ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。
（１）日本国籍を有しない者
（２）拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
（３）本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
（４） 人事委員会又は公平委員会の委員の職にあって、地方公務員法第６０条から第６３条までに規定する罪

を犯し、刑に処せられた者
（５） 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張

する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

１　試験職種と採用予定人員

２　受験資格（学歴は問いません）

３　試験の方法及び内容

　（１）第１次試験（択一式）

受 付 期 間 令和８年７月１５日（水）～ 令和８年８月１４日（金）

令和８年９月２０日（日）第１次試験日

試験職種 試　験　内　容

全職種

（ア）作文試験　　文章による表現力、課題に対する理解力等をみる
（イ）口述試験　　個別面接による人物評価
（ウ）身体検査　　医師発行の身体検査書を提出

　（２）第２次試験（全試験職種共通）
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【問い合わせ先】 福島県双葉郡双葉町大字長塚字町西７３番地４〒９７９－１４９５

４　試験の期日及び場所

総務課行政係 ☎０２４０－３３－０１２４

合格者は採用候補者名簿に登載され、令和９年４月
１日以後、欠員が生じた都度採用されます（採用
候補者名簿の有効期間は、原則として１年間です）。

日時・場所等の詳細は、第１次試験合格者に通知します。
合格発表　第２次試験実施日から３０日以内

期　日 場　所 合格発表

令和８年９月２０日（日）

富岡町文化交流センター 学びの森

（富岡町大字本岡字王塚６２２-１）
１１月上旬頃

受　　 付

教養試験

専門試験

　９：００～　９：３０

１０：００～１２：００

※終了後、適性検査

１３：００～１４：３０（土木職）

（１）

例えば、令和９年４月１日付けで採用された場合
は、令和９年９月３０日まで条件付採用職員とし
て行政事務補助員の業務に従事し、その勤務成績
や適性を踏まえて各課へ正職員として配属されま
す。したがって、正式採用は令和９年１０月１日
以後となります。なお、条件付採用期間中に町職
員として適当でないと判断された場合は、正式採
用されないことがありますので、あらかじめご了
承ください。

（２）

受験者本人又は第三者を問わず、採用を有利に進
める目的で便宜供与等の行為を行った場合は受験
資格を失います。また、採用後にその事実が判明
した場合は、採用を取り消します。

（注）

【第１次試験】

【第２次試験】

① 受験票を受領したときは、最近６か月以内に撮
影した本人の写真（上半身、脱帽、正面向き、
縦６㎝×横４㎝）１枚を写真欄に貼付し、受験
当日に必ず持参してください。
　 （受験票がない場合又は受験票に写真が貼付さ
れていない場合は受験できません。）
② 受験の際は、「ＨＢ」の鉛筆及び消しゴムを持
参してください。これ以外の筆記用具は使用で
きません。
③ 試験当日、試験会場への自家用車の長時間の
駐車はご遠慮ください。

（３）その他

５　合格者の採用

　申込書は、双葉町役場総務課で交付します。
　郵便により申込書を請求する場合は、封筒の表
に「職員（高校卒程度）採用試験申込書請求」と
朱書きし、１４０円切手を貼った宛先明記の返信
用封筒（角形２号：２４０㎜×３３２㎜）を同封の
うえ、双葉町役場総務課へ郵送してください。
※ 申込書は町ホームページからもダウンロードで
きます。

（１）申込書の請求

６　受験手続

　試験結果について、個人情報の保護に関する法律
第６９条第２項第１号により、口頭で請求できます。
ただし、電話、はがき等による請求では開示できま
せん。受験者本人であることを確認できる顔写真付
きの身分証明書（運転免許証、学生証、旅券等）を
持参のうえ、受験者本人が直接、双葉町役場総務課
へお越しください。

請求時間 ８：３０－１７：１５（土、日曜日及び祝日
を除く）

開示期間 合格発表の日から起算して１か月以内

７　試験結果の開示

　申込書に必要事項を記入し、必要書類を添えて
双葉町役場総務課へ提出してください。
　郵送により提出する場合は、封筒の表に「職員
（高校卒程度）採用試験申込」と朱書きし、添付
書類を添えて必ず簡易書留で郵送してください。
【添付書類】
　○ １１０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒

（長形３号：１２０㎜×２３５㎜）

　○履歴書（市販のもの可）　　○誓約書

（２）申込方法
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　現在お持ちの資格確認書の有効期限は令和８年７月３１日です。
　８月１日から使用できる新しい資格確認書または資格情報のお知らせを７月中に送付します。

対象者 国保加入者 後期加入者

送付方法
資格確認書または資格情報のお知らせ

とは別に普通郵便で７月中に送付

資格確認書または資格情報のお知らせ

に同封して７月中に送付

送付物 カード型（オレンジ） Ａ４サイズ（黄）

有効期限：令和８年７月３１日 ➡ 令和９年２月２８日まで延長されます。

・ 同世帯で同じ健康保険（国保・後期）に加入中の方の令和７年中の所得が未申告の場合、または
同じ健康保険の加入者全員の令和７年中の所得が基礎控除額（４３万円）を除いて合計６００万
円を超える場合も免除証明書は交付できません。
　所得の申告については戸籍税務課へお問い合わせください。

マイナ保険証 送付物 送付方法

利用している 資格情報のお知らせ（Ａ４サイズ） 普通郵便

利用していない 資格確認書（カード型） 簡易書留

国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入の方へ国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入の方へ

【問い合わせ先】

・健康福祉課　国保年金係 （国保・後期高齢者医療）

・戸籍税務課　管理徴収・賦課係 （所得の申告）

☎０２４０－３３－０１３１

☎０２４０－３３－０１３２

資格確認書等の更新について

送付物一覧（７月中に送付）

年齢区分 マイナ保険証 送付物 色 送付方法

８４歳以下
利用あり 資格情報のお知らせ 白（Ａ４サイズ） 普通郵便

利用なし 資格確認書 ピンク 簡易書留

８５歳以上
利用あり 資格確認書 ピンク 簡易書留

利用なし 資格確認書 ピンク 簡易書留

後期高齢者医療制度加入（後期）の方

一部負担金等免除証明書をお持ちの方

国民健康保険（国保）加入の方

　手続きについては双葉町役場・各支所、郵送で対応可能です。

　勤務先の健康保険に加入しながらも、国保の資格確認書または資格情報のお知らせが届いた
方は、国保脱退の手続きが必要です。

・必要書類（脱退）：
　　　　　（加入）：

勤務先の健康保険資格確認書または資格情報のお知らせ
健康保険資格喪失証明書（退職時に勤務先より発行されます）

国民健康保険の脱退・加入を届け出ください
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　６月１２日から、総合健診・がん検診の予約受付を開始しました。
　予約は先着順です。受診を希望される方は、お早めにお申し込みください。

受付期間 ６月１２日（金）～ ７月１７日（金）

予　　約

①Ｗｅｂ　

②ＬＩＮＥ　

③コールセンター（電話）

　対象の世帯には、６月上旬にＡ４サイズのお知らせを送付しています。

　予約方法の詳細は町ホームページをご確認ください。

　なお、申し込み期間を過ぎた場合は、健康福祉課までご相談ください。

総合健診・がん検診の予約受付中！総合健診・がん検診の予約受付中！　７月１７日まで７月１７日まで

【問い合わせ先】 健康福祉課　健康づくり係 ☎０２４０－３３－０１３１

　双葉町では、満４０歳（昭和６１年４月２日～昭和６２年４月１日生）の方を対象に、無料で
肝炎ウイルス検査を実施しています。
　肝炎は感染していても自覚症状がないことがあり、放置すると慢性肝炎や肝硬変、肝がんへ
進行する場合があります。一方で、早期発見・早期治療により完治が期待できるため、この機
会にぜひ検査を受けましょう。

　また、これまで町の検査を受ける機会を逃した方は、県の委託医療機関や各保健所でも
検査を受けることができます。詳しくは各保健所へお問い合わせください。

肝炎ウイルス検査は血液検査です。

 当日は、町から送付する「Ｒ８肝炎ウイルス健診問診票」と「健康診断受診
カード」を忘れずに持参してください。

福島県内にお住まいの方

総合健診・がん検診と併せて、Ｗｅｂまたは電話で申し込みで

きます。

予約方法の詳細は町ホームページをご確認ください。

福島県外にお住まいの方
結核予防会で実施する双葉町総合健診で肝炎ウイルス検査を

受けることができます。

令和８年度　肝炎ウイルス検査の実施について令和８年度　肝炎ウイルス検査の実施について

【問い合わせ先】 健康福祉課　健康づくり係 ☎０２４０－３３－０１３１

１．受診・申込方法

２．検査方法

３．当日の持ち物
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　日本国内に住む２０歳以上６０歳未満の方は、学生を含め、原則として国民年金に加入し、保険料を
納める必要があります。
※厚生年金などに加入している方や、その配偶者の扶養に入っている方を除きます。

　国民年金保険料の免除、納付猶予、学生納付特例の承認を受けた方は、その後、納付が可能になった場
合に、本人の申し出により免除・猶予された期間の保険料を後から納める（追納する）ことができます。
　追納することで、将来受け取る老齢基礎年金額を満額に近づけることができます。
　なお、追納できる期間は承認を受けた月から１０年以内です。ただし、承認された期間の翌年度から起
算して３年度目以降に追納する場合は、当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

東日本大震災による申請免除

令和８年度の国民年金保険料　月額１７,９２０円

※令和７年度の保険料は月額１７,５１０円です。
※付加年金保険料（月額４００円）の変更はありません。

　平成２３年３月１１日時点で双葉町に住所を有していた方は、本人の申請により、国民年金保
険料が全額免除となります。
（学生の方は、学生納付特例制度が優先されます。）

　結果通知が届くまでの間に納付書が送付される場合がありますので、ご了承ください。

（１）対象期間 令和８年度分（令和８年７月分～令和９年６月分）
なお、過去２年１か月分までさかのぼって申請できます。

（２）申請方法 役場窓口または最寄りの年金事務所で、７月１日から申請できます。

（３）免除承認期間の
　　　年金額

老齢基礎年金額は、保険料を全額納付した場合の２分の１として計算
されます。

（４）申請後の注意点 日本年金機構による審査後、結果通知が送付されます。

令和８年度令和８年度　国民年金保険料の免除についてのお知らせ国民年金保険料の免除についてのお知らせ

【問い合わせ先】 健康福祉課　国保年金係

申請書はこちら

日本年金機構　平年金事務所

☎０２４０－３３－０１３１

☎０２４６－２３－５６１１

追納制度について

　双葉町では定期的に食べ物や呼吸などを通じて体の中に入る放射性物質を確認する内部被ばく検査
を実施しており体の中に取り込まれた放射性物質を測定できます。
　測定は今年度も実施されます。安心を確認するひとつの目安として、検査を受けてみてはいかがで
しょうか。日程はチラシ等で随時お知らせします。

長崎大学　放射線健康だより長崎大学　放射線健康だより

【問い合わせ先】 健康福祉課　健康づくり係 ☎０２４０－３３－０１３１

長崎大学は、放射線被ばくと健康についての相談を受付けています。
双葉町健康福祉課を通じてお気軽にお問い合わせください。
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開　催　日 令和８年９月１８日（金）

開催場所
FUTATABI　FUTABA　FUKUSHIMA（ふたたび　ふたば　ふくしま）

双葉町大字中野字宮ノ脇７番１

対　象　者

６９歳以上の町民の方（昭和３３年４月１日以前生まれの方）

※令和８年６月１日現在で双葉町に住民登録がある方。

または、平成２３年３月１１日時点で双葉町に住民登録があった方。

　ご敬老を迎える皆さまのきずなを深め、ふるさと双葉町を共有する時間を過ごしていただくた
め、下記の日程で敬老会を開催いたします。震災後、町内では初めての開催になります。多くの
皆さまのご参加をお待ちしています。

　送迎バスは、仙台市、加須市、白河市、福島市、郡山市、いわき市内の指定箇所を予定してお
ります。

　詳細につきましては、７月中旬に対象者宛の開催通知及び広報ふたば８月号に掲載を予定して
おりますのでご確認ください。

双葉町敬老会を開催します双葉町敬老会を開催します

【問い合わせ先】

【受診案内を紛失された場合・お問い合わせ先】

健康福祉課

福島県立医科大学　放射線医学県民健康管理センター

☎０２４０－３３－０１３１

☎０２４－５４９－５１３０（平日 ９：００～１７：００）

　福島県と福島県立医科大学では、県民の皆さまの健康を見守り、将来にわたる健康増進につなげる
ため、「県民健康調査」の一環として健康診査を実施しています。このうち、０歳から１５歳までの方
を対象とした県内小児健康診査を、県内の協力医療機関で１２月まで実施します（費用無料）。対象
の方には、受診案内を６月下旬に発送しています。
　なお、小児健康診査は、東日本大震災および原発事故当時に生まれた方が令和９年度から１６歳以
上の健康診査へ移行することなどに伴い、令和８年度をもって終了となります。今回が最後の受診機
会となりますので、ぜひご活用ください。

※県外にお住まいの方には、県外健康診査のご案内を別途お送りしています。
　案内の発送時期や実施期間は県内小児健康診査と異なりますのでご注意ください。
※１１月、１２月は医療機関の混雑が予想されますので、早めの受診をお勧めします。

対 象 者
平成２３年当時に避難区域等に指定された市町村等の住民の方のうち、平成２３年

４月２日から令和８年４月１日までに生まれた方

検査方法

県内協力医療機関での健康診査となります。

詳しくはお送りしている受診のご案内をご覧ください。

１１月、１２月は医療機関の混雑が予想されますので、早めの受診をお勧めします。

令和８年度令和８年度　「県民健康調査」県内小児健康診査のご案内「県民健康調査」県内小児健康診査のご案内
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ふるさと双葉の歴史・文化ふるさと双葉の歴史・文化ふるさと双葉の歴史・文化

【問い合わせ先】 教育委員会　生涯学習課 ☎０２４０－３３－０２０６

　長塚と新山は陸前浜街道の宿場町として
栄え、現在も街道沿いの街並みの特徴であ
る短冊形の地割がよく残っています。
　こうした主要街道には、街道を通る人々
の目印にするため一里（約４㎞）ごとに街
道の左右に木を植えた塚が築かれました。
こうした塚は一里塚と呼ばれ、大熊町の五
郎四郎一里塚と浪江町の牛渡一里塚の中間
である双葉町の長塚にも築かれました。江
戸時代に作成された『天保国絵図』には長
塚村に一対の一里塚が描かれています。

　しかし、住民の証言を基に作成された明
治初めの長塚村の地図には、１基しか描か
れておらず、この時点で片方は既に失われ
ていたようです。長塚一里塚の資料は数点
しか残っていないため、実態はよく分かっ
ていませんが、１９４９年に撮影された写
真からある程度、往時の様子をうかがうこ
とができます。

　この写真は記念撮影の場面ですが、人々
の背後に祠を祀るための土盛りが確認でき
ます。これが明治時代以降も残っていた長
塚一里塚の片方の塚です。残念ながらこの
写真の撮影後、十分な記録が残されること
なく失われてしまったため、１９７１年に
町文化財調査委員会が跡地を再確認するま
で長塚一里塚の存在は広く知られていませ
んでした。

　現在は、昭和時代まで塚が残っていた場
所に長塚一里塚の跡地を示す標柱が立てら
れています。

第１６回　長塚一里塚について ～ 陸前浜街道の名残り～

天保国絵図

（国立公文書館デジタルアーカイブより）

現在の様子

記念写真に写る一里塚 （１９４９年３月）

（画像内破線部下が一里塚）
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　北部衛生センターでは、家庭ごみ（生活系廃棄物）について、毎月１回、休日または祝日に
受入を実施しています。

　６月２１日（日） １１月　３日（火・文化の日）

　７月２０日（月・海の日） １２月２０日（日）

　８月１１日（火・山の日） 令和９年１月１１日（月・成人の日）

　９月２１日（月・敬老の日） 令和９年２月１１日（木・建国記念の日）

１０月１２日（月・スポーツの日） 令和９年３月２２日（月・春分の日振替休日）

※ 受入対象や搬入方法、処理手数料、受入できない品目などの
詳細は、組合ホームページをご確認ください。

詳細はこちら ➡

受入時間 ８：３０～１１：３０

北部衛生センター北部衛生センター　休日・祝日の家庭ごみ受入について休日・祝日の家庭ごみ受入について

【問い合わせ先】 北部衛生センター

【令和８年度受入日】

〒９７９－１５０６　浪江町大字室原字於喜津４－１

☎０２４０－３５－５４５４

　東京電力の賠償のなかで、平成２５年６月以降の「避難・帰宅等にかかる費用相当額」を包括
請求方式で受け取られている方で、一定の基準を満たす場合は、引越し費用が「一時立入、検査
受診等にともなう移動費用の賠償」の対象となることがあります。

　一定の基準とは、引越し費用や一時立入・検査受診等にともなう移動費用などの「これまで発
生した費用とあらたに発生した費用の合計額」が、「避難・帰宅等にかかる費用相当額」の包括
請求において受領した世帯合計額を超える場合です。

　ご自身のケースが対象となるかなど詳細については、東京電力ホールディングス株式会社のお
問い合わせまたは相談窓口でご相談ください。

「一時立入、検査受診等にともなう移動費用の賠償」「一時立入、検査受診等にともなう移動費用の賠償」

についてについて

・お問い合わせ・ご相談窓口

・原子力事故による損害に対する賠償に関するお問い合わせ先

東京電力ホームページでご確認ください。

福島原子力補償相談室（コールセンター） ☎０１２０－９２６－４０４

午前９時 ～午後７時（月～金［除く休祝日］）

午前９時 ～午後５時（土・日・休祝日）

　受付時間：
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環境省 福島地方環境事務所からのお知らせ環境省 福島地方環境事務所からのお知らせ

　環境省では、双葉町の特定帰還居住区域（鴻草、渋川、長塚、寺沢、松倉、上羽鳥、下羽鳥、目廹、

水沢、前田、新山、細谷、山田、松廹、石熊の各一部※）及びその周辺に位置する建物の解体

申請を受け付けています。

　来所される際は、事前にお電話いただき、来所日時の事前予約をお願いします。

　解体のご意向がある場合は、家屋等の除染は希望せず、解体を申請いただきますようお願いします。

●環境省工事の朝礼で双葉高校グラウンドを使用します

特定帰還居住区域の被災家屋等の解体申請について特定帰還居住区域の被災家屋等の解体申請について

●片付けゴミ個別回収申込先

浜通り南窓口 浜通り北窓口 双葉町役場いわき支所１階

（いわき市平字小太郎町１－６

いわきセンタービル６階）

（浪江町大字権現堂字上続町１２

朝田ビル１階）

（いわき市東田町２丁目１９－４）

☎０１２０－７７３－２７５ ☎０１２０－６０３－０１６ ☎０１２０－７７３－２７５

●解体申請受付窓口（受付時間　月～金曜日 ８：３０～１７：１５）

※ ご希望に応じて双葉町役場本庁舎、申請者のご自宅等に伺います。環境省ホームページをご覧ください。

※所有建物の所在地が区域範囲内か確認したい方は解体申請受付窓口までお問い合わせください。

　令和８年８月より福島県立双葉高等学校のグラウンドを、環境省による双葉町の除染・解体工

事の朝礼広場に使用します。

　また、使用に当たり、令和８年６月よりグラウンドの草木の伐採・処分等の作業を行っており

環境美化に努めます。

　町民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

（問い合わせ先：環境省福島地方環境事務所　環境再生課　☎０２４－５７３－７４７９）

特定帰還居住区域の片付けゴミの個別回収について特定帰還居住区域の片付けゴミの個別回収について

　双葉町の特定帰還居住区域内の家屋について、家屋の片付けによって生じたゴミの個別回収を

行っています。

　中間貯蔵事業情報センターでは、中間貯蔵施設をバスで巡る見学会を開催しています。

※事業系廃棄物及び避難指示が解除された地域の片付けについては受け付けておりません。

株式会社 安藤・間（令和８年度環境省業務受託業者）

受付時間 月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ （祝日を除く）

連 絡 先 ☎ ０１２０－００７－８８６

中間貯蔵施設について中間貯蔵施設について

・施設見学会について

開催予定：７月１７日（金）、１８日（土）　　

お申込み：中間貯蔵事業情報センター（☎０２４０-２５-８３７７）

・除去土壌等の搬入状況（双葉工区）

２０２６年度搬入量２９,８２３㎥（２０１５年からの累計 :４,０５６,２４５㎥）※５月３１日現在
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　一時立ち入りの際などにご利用ください。

№ 名　　称 備　　考

１ 双葉町役場
開庁時間（８：３０～１７：１５）外及び

閉庁日（土、日、祝日）は利用できません。

２ イオン双葉店 営業時間（８：００～１９：００）

３ 双葉町コミュニティセンター
施設北側（外側）にあるトイレが

いつでもご利用いただけます。

４ 寺内前霊園

５ 双葉町産業交流センター
営業時間（９：００～１８：００）外及び

休業日（１２/２９～１/３）は利用できません。

６ 旧上羽鳥消防屯所（仮設）

７ 北部コミュニティセンター（仮設） 帰還困難区域

８ 郡山公民館（仮設） 帰還困難区域

９ 細谷公民館（仮設） 帰還困難区域

１０ 山田農村広場（仮設） 帰還困難区域

１１ 石熊公民館（仮設） 帰還困難区域

１２ 長塚越田スクリーニング場（仮設）

１３ 復興祈念公園内
施設内４箇所

利用時間 ９：００～１７：００

双葉町内で利用可能なトイレについて双葉町内で利用可能なトイレについて

【問い合わせ先】 住民生活課

ＪＲ双葉駅ＪＲ双葉駅常磐双葉ＩＣ常磐双葉ＩＣ

Ｒ２８８Ｒ２８８

常
磐
線

常
磐
線

【位置図】

☎０２４０－３３－０１２６

９

１

８

５

４

祈念公園内

３ ２
６

１１１１

１２１２

１０１０

７
国
道
６
号

国
道
６
号

常
磐
道

常
磐
道

１３１３１３

ＪＲ双葉駅常磐双葉ＩＣ

Ｒ２８８

常
磐
線

国
道
６
号

常
磐
道

９

８

５

４

１

３ ２

１２

７

６

１１

１０
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　こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。参加をご希望の方は、事前申し込み
が必要となりますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

●健康運動教室

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

　①毎週水曜日
　②毎週木曜日
　　のどちらか

13:30 ～ 15:00
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

県営泉本谷団地集会所
（いわき市泉町本谷字八合 7－1）

7月　2日（木）

10:00 ～ 13:00
本部事務局

☎ 0246 －84 －6725富岡町役場いわき支所多目的集会施設
（いわき市平北白土字宮前 8）

7月　9日（木）

郡山市喜久田公民館
（郡山市喜久田町堀之内字下河原 1）

7月13日（月） 10:00 ～ 11:30
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291

双葉町産業交流センター大会議室
（双葉町大字中野字高田 1－1）

7月15日（水） 10:30 ～ 12:00
双葉町地域包括支援センター
☎ 0246 －84 －6729

●社協サロン

～～ ７月７月　健康運動教室・サロンのお知らせ健康運動教室・サロンのお知らせ～
双葉町社会福祉協議会

　「広報ふたば」は、１世帯（１居所）につき１部発送しています。ご家族が別々の住所へ転居された
場合や、新たに同居されることになった場合など、広報紙の発送に関する変更がありましたら、下
記までご連絡ください。
　また、「広報ふたば」の発送先となっている方がお亡くなりになられた場合は、確認後、おおむ
ね１カ月程度で発送を停止します。引き続きご家族の方への発送を希望される場合は、発送先を変
更することができますので、下記までご連絡ください。

広報紙の発送について広報紙の発送について

【問い合わせ先】 秘書広報課 ☎０２４０－３３－０１２５
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 ふたばアプリから町内の帰還困難区域への
⼀時⽴ち⼊りの申し込みが簡単にできるよう
になりました。
 ふたばアプリからの申請⽅法等は、以下の
⼆次元コードから確認できます。
 ぜひご活⽤ください。

アプリでますます便利︕
⼀時⽴⼊の申し込みについて

 双葉町公式アプリ「ふたばアプリ」を使っ
た「ふたばアプリ交流会」（参加無料）を各
地で開催します︕
 交流会ではアプリの機能や使い⽅等、丁寧
にご説明いたします。ぜひお気軽にご参加く
ださい。

交流会日程はこちら➡詳細はこちら➡

【問い合わせ先】 ふたばアプリ運営サポートセンター

☎０１２０－２７４－２８０

受付時間：午前１０時～午後５時（土日祝日、年末年始を除く）

ふたばアプリからのお知らせふたばアプリからのお知らせふたばアプリからのお知らせふたばアプリからのお知らせ
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（令和８年６月１日現在）

・福島県内に避難されている方 3,676人

2,610人・福島県外に避難されている方

　了承の得られた方のみ掲載しています。

秘書広報課 ☎０２４０－３３－０１２５

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

西山　愛子 ９０ ５月　１日 長塚一

全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします

※双葉の風だよりでは皆さまからの投稿をお待ちしております。

敬称略
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左から岩崎さん、中川元之将さん、心菜さん、紗菜さん、陽葵さん、舘下教育長
（敬称略）

出場者 役　付

舘下　明夫
副執行委員長

代理

中川　心菜

騎馬隊

中川　紗菜

中川　元之将

中川　陽葵

岩崎　崇文

 ５⽉２３〜２５⽇に開催された国指定重要無形⺠
俗⽂化財「相⾺野⾺追」に、標葉郷双葉町騎⾺会か
ら６騎が出陣。町内に進出を計画しているヴェルサ
イユステーブル株式会社の岩崎崇⽂さんも参加し、
Ｇ１⾺ワンダーアキュートで出陣しました。

 ２４⽇、双葉町役場前で相⾺流れ⼭踊りの
演舞が披露され、その後、双葉町騎⾺隊が町
内を凱旋。騎⾺隊として出陣した中川⼼菜さ
んが凱旋⼝上を述べ、伊澤史朗町⻑が労いの
⾔葉を贈りました。

出場者一覧
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